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今日の話	 

}  職業 
}  業種：製造業、小売業、商社、公務員、教員 
}  職種：営業、企画、製造、技術 

}  情報とキャリア形成 
}  キャリア形成の概論 

}  「キャリアの探索と形成」益田 勉, 文教大学出版事業部 
¨  キャリアデザインの心理学 

}  「21世紀のキャリア論」高橋俊介. 東洋経済新聞社 
¨  想定外変化と専門性分化深化の時代のキャリア 

}  情報と職業 
}  教職のための講義 
}  5つの教科書からオーム社 

}  IT Text,「情報と職業」 
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キャリアの探索と形成	 
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}  キャリアを考える(年齢とともに) 
}  1.自己探求 

}  自己理解、発達過程、能力開発 

}  2.環境の検討 
}  仕事理解、組織理解 

}  3.調和・意志決定 
}  目標設定、組織適応 

}  4.行動 
}  機会開発、関係形成、変化対応 

キャリアの探索と形成(2)	 
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}  ライフステージ論(ドナルド・スーパー(1910-1994)) 
}  成長期 
}  探索期：14歳から25歳 
}  確立期：25歳から45歳 
}  維持期 
}  下降期(解放期) 

}  キャリアの定義(辞書) 
}  (一生の)経歴、生涯、履歴 
}  生活手段：(生涯の、または専門的な)職業 
}  (職業での）成功、出世 
}  進路、経路 

キャリアの探索と形成(3)	 
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}  キャリア定義の4分類(Hall, 1976) 
}  昇進・昇格の累積としてのキャリア(地位・出世) 

}  組織のなかで 

}  専門職業としてのキャリア(専門職業) 
}  法律家、医師、学者、牧師 

}  生涯を通した一連の仕事としてのキャリア(職業経験) 
}  職業経験を通してのキャリア 

}  生涯を通じた様々な役割経験としてのキャリア(役割経験) 

情報と職業(オーム社)	 
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}  1.情報社会と情報システム 
}  2.情報化によるビジネス環境の変化 
}  3.企業における情報活用 
}  4.インターネットビジネス 
}  5.働く環境と労働観の変化 
}  6.情報社会における犯罪と法整備 
}  7.情報社会におけるリスクマネジメント 
}  8.明日の情報社会 
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情報と職業(丸善)	 
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}  1.情報化社会と職業 
}  2.情報化社会と生活 
}  3.情報社会と高等教育 
}  4.情報技術と社会の改革 
}  5.情報技術と人材育成 
}  6.情報産業と国際化 
}  7.情報技術とメディアの利用 

情報と職業(オーム社) 1,2	 
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}  1.情報社会と情報システム 
}  社会基盤としての情報システム 
}  行政の情報サービス 

}  2.情報化によるビジネス環境の変化 
}  コンビニエンスストアにおける情報の活用事例 
}  顧客情報の活用 
}  CTI 
}  ワントゥワンビジネス 
}  ビジネスモデル 
}  ビジネス環境の変化 
}  情報ビジネス 

情報と職業(オーム社) 3	 
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}  3.企業における情報活用 
}  製造業における情報システム 
}  商品サポート業務でのコンピュータの活用 
}  ビジネスを拡大させるための情報公開 
}  サービス業におけるコンピュータの活用 
}  その他の業種でのコンピュータの活用事例 
}  企業内でのコンピュータの活用 
}  企業内ネットワークでの情報共有 
}  基幹業務でのコンピュータの活用 

情報と職業(オーム社) 4,6	 
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}  4.インターネットビジネス 
}  インターネットによる新しいビジネスモデル 
}  インターネットによる広告ビジネス 
}  インターネットによる検索サービス 
}  大学でのインターネット利用 

}  6.情報社会における犯罪と法制度 
}  ハイテク犯罪 
}  著作権違反 
}  コンピュータウィルスや迷惑な電子メール 
}  セキュリティ対策 
}  職業人としての情報倫理 

5.働く環境と労働観の変化(1)	 
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}  働く環境の変化 
}  企業のアイデンティティ 
}  個人のアイデンティティ 
}  専門性の向上と資格取得 

}  各業務のスペシャリスト(専門職)に vs ジェネラリスト(一般職) 

}  人事制度の変化 
}  ビジネスのグローバリゼーション 

}   vs 地域に特化したローカリゼーション 

}  ビジネスのスピード化	

5.働く環境と労働観の変化(2)	 
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}  職場環境の変化 
}  在宅勤務 
}  SOHO: Small Office/Home Office、サテライトオフィス 
}  モバイルオフィス 
}  コワーキング、コワーキングスペース 
}  自分の机のない職場 
}  ラーニングコモンズ 

}  仕事内容の変化 
}  販売員の存在意義 
}  中間管理職の存在意義：運用部門/会社と開発企画部門/会社 
}  電子メールやグループウェアによる社内コミュニケーション	



まとめ	 2016/2/2	

情報と職業	 3	

5.働く環境と労働観の変化(3)	 
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}  職場での情報リテラシー 
}  パソコンでの文書管理能 → デザインや映像にも 
}  パソコンのシステム管理 → クラウド利用とPC、タブレット、スマホに 

}  情報化による業務内容の変化 
}  鉄道の改札業務 
}  銀行の窓口業務 
}  旅行代理店 

}  企業の情報化と求められる人材の変化 
}  情報システムに対する基礎的な知識を将来を読む力 
}  企画提案力 
}  プロジェクトを管理する力 
}  業務改善のための高い視点	

情報と職業(オーム社) 7,8	 
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}  7.情報社会におけるリスクマネジメント 
}  リスクマネジメント 
}  リスクマネジメントの例 
}  リスクマネジメントに関する法律 

}  8.明日の情報社会 
}  仮想社会 
}  生活の情報化 
}  コンピュータと教育 
}  デジタルデバイド 

情報システム(1)	 
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}  「情報システム論」から 
}  コンピュータシステム 

}  サーバ、パソコン、タブレット、スマホ、ウェアラブル 
}  ネットワークシステム 
}  インターネット 
}  ウェブシステム 
}  クラウド 
}  映像系システム 
}  公共情報システム 
}  放送システム 
}  広告システム	

PIM: Personal Information Management	 
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}  組織の情報システム 
}  それを使う個人の情報システムや暮らしの情報システム 

}  PIMやOffice Suite 
}  PIM 

}  予定表 
}  年月日、時間帯、要件、カテゴリー、他の参加者、場所 

}  アドレス帳 
}  氏名、ふりがな、職場名、部署、役職、住所、電話、FAX 
}  職場や個人のメアド、家族の名前、誕生日 

}  仕事リスト 
}  要件、カテゴリー、納期、重要度、タグ 

}  組織として使うとグループウェア：次回に 

Office Suita	 
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}  Microsoftだと 
}  Word, Excel, Powerpoint, Access 

}  Mac OSだと 
}  Pages, Numbers, Keynote(Apple純正) 
}  Word, Excel, Powerpointもあります(Microsoft提供) 

}  OSS(Open Source Software)にもあります 
}  OpenOffice.org, LebreOffice 
}  Writer, Calc, Impress(プレゼン), Draw(描画) 
}  Base(Access同等)	

統合環境	 
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}  Microsoft Office365 
}  メール 
}  予定表 
}  連絡先 
}  OneDrive 
}  サイト 
}  タスク 
}  Video 
}  Word Online, Excel Online, PowerPoint Online 

}  Google Docs	


